
JP 6394999 B2 2018.9.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器であって、
　Ｐ２Ｐ方式の無線通信を実行する無線通信手段と、
　前記電子機器のファームウェアがアップデートされるＦＷアップデートモードに前記電
子機器のモードを切り換えるＦＷアップデートモード切換手段と、
　前記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信の接続設定に必要な接続情報を管理する
接続情報管理手段とを備え、
　前記ＦＷアップデートモードは、前記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信によっ
て前記ファームウェアがアップデートされることが可能であり、
　前記接続情報管理手段は、
　　特定の状況で前記電子機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合に前記接続情報
を維持し、
　　前記特定の状況以外の状況で前記電子機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合
に前記接続情報を変更し、
　前記特定の状況は、前記電子機器のモードが前記ＦＷアップデートモードであるＦＷア
ップデート状況を含むことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記ＦＷアップデート状況は、前記無線通信手段がＰ２Ｐ方式の無線通信による接続を
確立している状態で前記電子機器のモードが前記ＦＷアップデートモードである状況であ
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ることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記ＦＷアップデート状況は、前記電子機器のモードが前記無線通信手段によるＰ２Ｐ
方式の無線通信によって前記ファームウェアがアップデートされる前記ＦＷアップデート
モードである状況であることを特徴とする請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　Ｐ２Ｐ方式の無線通信を実行する無線通信手段と、
　電子機器のファームウェアがアップデートされるＦＷアップデートモードに前記電子機
器のモードを切り換えるＦＷアップデートモード切換手段とを備える前記電子機器を、
　前記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信の接続設定に必要な接続情報を管理する
接続情報管理手段として機能させる接続情報管理プログラムであって、
　前記ＦＷアップデートモードは、前記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信によっ
て前記ファームウェアがアップデートされることが可能であり、
　前記接続情報管理手段は、
　　特定の状況で前記電子機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合に前記接続情報
を維持し、
　　前記特定の状況以外の状況で前記電子機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合
に前記接続情報を変更し、
　前記特定の状況は、前記電子機器のモードが前記ＦＷアップデートモードであるＦＷア
ップデート状況を含むことを特徴とする接続情報管理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファームウェアがアップデートされる電子機器および接続情報管理プログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、無線通信によってファームウェアがアップデートされる電子機器が知られている
（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２５８８７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の電子機器においては、電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合、すなわち、再起
動される場合に無線通信の接続設定に必要な接続情報が維持されるか変更されるかが不明
である。
【０００５】
　電子機器は、再起動される場合に接続情報が維持される構成であるとき、接続情報が漏
洩してしまったときに、再起動されたとしても、漏洩した接続情報による不正アクセスを
受ける可能性があるので、セキュリティー面で問題がある。
【０００６】
　一方、電子機器は、再起動される場合に接続情報が変更される構成であるとき、ファー
ムウェアがアップデートされて再起動されたとき、ファームウェアのアップデートが成功
したか否かを無線通信で確認するための他の機器において、たとえ電子機器の再起動前に
電子機器との無線通信が正常に実行されていたとしても、電子機器の再起動後に新たな接
続情報で電子機器との無線通信の接続設定が実行される必要がある。したがって、ファー
ムウェアのアップデートの利便性の面で問題がある。



(3) JP 6394999 B2 2018.9.26

10

20

30

40

50

【０００７】
　そこで、本発明は、通常時のセキュリティー性能と、ファームウェアのアップデート時
の利便性とを向上することができる電子機器および接続情報管理プログラムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の電子機器は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信を実行する無線通信手段と、前記電子機器
のファームウェアがアップデートされるＦＷアップデートモードに前記電子機器のモード
を切り換えるＦＷアップデートモード切換手段と、前記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の
無線通信の接続設定に必要な接続情報を管理する接続情報管理手段とを備え、前記ＦＷア
ップデートモードは、前記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信によって前記ファー
ムウェアがアップデートされることが可能であり、前記接続情報管理手段は、特定の状況
で前記電子機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合に前記接続情報を維持し、前記
特定の状況以外の状況で前記電子機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合に前記接
続情報を変更し、前記特定の状況は、前記電子機器のモードが前記ＦＷアップデートモー
ドであるＦＷアップデート状況を含むことを特徴とする。
【０００９】
　この構成により、本発明の電子機器は、特定の状況以外の状況で再起動される場合、す
なわち、通常時に再起動される場合に接続情報を変更するので、接続情報が漏洩してしま
ったときに、漏洩した接続情報による不正アクセスを抑えることができ、通常時のセキュ
リティー性能を向上することができる。また、本発明の電子機器は、ファームウェアのア
ップデート時に再起動される場合に接続情報を維持するので、ファームウェアのアップデ
ートが成功したか否かを無線通信で確認するための他の機器において電子機器の再起動後
に新たな接続情報で電子機器との無線通信の接続設定が実行される必要がなく、ファーム
ウェアのアップデート時の利便性を向上することができる。
【００１０】
　本発明の電子機器において、前記ＦＷアップデート状況は、前記無線通信手段がＰ２Ｐ
方式の無線通信による接続を確立している状態で前記電子機器のモードが前記ＦＷアップ
デートモードである状況であっても良い。
【００１１】
　この構成により、本発明の電子機器は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信による接続を確立してい
る状態でファームウェアのアップデート時に再起動される場合に接続情報を維持するので
、ファームウェアのアップデート時の利便性を適切に向上することができる。
【００１２】
　本発明の電子機器において、前記ＦＷアップデート状況は、前記電子機器のモードが前
記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信によって前記ファームウェアがアップデート
される前記ＦＷアップデートモードである状況であっても良い。
【００１３】
　この構成により、本発明の電子機器は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信によるファームウェアの
アップデート時に再起動される場合に接続情報を維持するので、ファームウェアのアップ
デート時の利便性を更に適切に向上することができる。
【００１４】
　本発明の接続情報管理プログラムは、Ｐ２Ｐ方式の無線通信を実行する無線通信手段と
、電子機器のファームウェアがアップデートされるＦＷアップデートモードに前記電子機
器のモードを切り換えるＦＷアップデートモード切換手段とを備える前記電子機器を、前
記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信の接続設定に必要な接続情報を管理する接続
情報管理手段として機能させる接続情報管理プログラムであって、前記ＦＷアップデート
モードは、前記無線通信手段によるＰ２Ｐ方式の無線通信によって前記ファームウェアが
アップデートされることが可能であり、前記接続情報管理手段は、特定の状況で前記電子
機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合に前記接続情報を維持し、前記特定の状況
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以外の状況で前記電子機器の電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合に前記接続情報を変
更し、前記特定の状況は、前記電子機器のモードが前記ＦＷアップデートモードであるＦ
Ｗアップデート状況を含むことを特徴とする。
【００１５】
　この構成により、本発明の接続情報管理プログラムを実行する電子機器は、特定の状況
以外の状況で再起動される場合、すなわち、通常時に再起動される場合に接続情報を変更
するので、通常時のセキュリティー性能を向上することができる。また、本発明の接続情
報管理プログラムを実行する電子機器は、ファームウェアのアップデート時に再起動され
る場合に接続情報を維持するので、ファームウェアのアップデートが成功したか否かを無
線通信で確認するための他の機器において電子機器の再起動後に新たな接続情報で電子機
器との無線通信の接続設定が実行される必要がなく、ファームウェアのアップデート時の
利便性を向上することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の電子機器および接続情報管理プログラムは、通常時のセキュリティー性能と、
ファームウェアのアップデート時の利便性とを向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施の形態に係るＦＷアップデートシステムのブロック図である。
【図２】図１に示すＭＦＰのブロック図である。
【図３】図１に示す携帯機器のブロック図である。
【図４】電源がＯＦＦからＯＮにされた場合の図２に示すＭＦＰの動作のフローチャート
である。
【図５】Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続設定が実行される場合の図１に示すＦＷアップデー
トシステムの動作のシーケンス図である。
【図６】Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続を確立する場合の図１に示すＦＷアップデートシス
テムの動作のシーケンス図である。
【図７】ファームウェアがアップデートされる場合の図２に示すＭＦＰの動作のフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１９】
　まず、本実施の形態に係るＦＷ（ファームウェア）アップデートシステムの構成につい
て説明する。
【００２０】
　図１は、本実施の形態に係るＦＷアップデートシステム１０のブロック図である。
【００２１】
　図１に示すように、ＦＷアップデートシステム１０は、電子機器としてのＭＦＰ（Ｍｕ
ｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）２０と、スマートフォン、タブレット
などの携帯機器３０とを備えている。
【００２２】
　図２は、ＭＦＰ２０のブロック図である。
【００２３】
　図２に示すように、ＭＦＰ２０は、利用者による種々の操作が入力されるボタンなどの
入力デバイスである操作部２１と、種々の情報を表示するＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙ
ｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などの表示デバイスである表示部２２と、用紙などの記録媒
体に印刷を実行する印刷デバイスであるプリンター２３と、原稿から画像データを読み取
る読取デバイスであるスキャナー２４と、図示していない外部のファクシミリ装置と公衆
電話回線などの通信回線経由でファックス通信を行うファックスデバイスであるファック
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ス通信部２５と、ネットワーク経由で、または、ネットワークを介さずに有線または無線
で外部の装置と通信を行う通信デバイスである通信部２６と、各種のデータを記憶してい
る半導体メモリー、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの不揮発性メモリー
である記憶部２７と、ＭＦＰ２０全体を制御する制御部２８とを備えている。
【００２４】
　通信部２６は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡｌｌｉａｎｃｅのＷｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔ（登録商標
）などのＰ２Ｐ（Ｐｅｅｒ　ｔｏ　Ｐｅｅｒ）方式の無線通信を実行可能である。
【００２５】
　記憶部２７は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続設定に必要な接続情報を管理するための接
続情報管理プログラム２７ａを記憶している。接続情報管理プログラム２７ａは、ＭＦＰ
２０の製造段階でＭＦＰ２０にインストールされていても良いし、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリーなどの外部の記憶媒体からＭＦＰ２０に追加で
インストールされても良いし、ネットワーク上からＭＦＰ２０に追加でインストールされ
ても良い。
【００２６】
　なお、Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続設定に必要な接続情報は、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登
録商標）におけるアクセスポイントの識別名としてのＳＳＩＤ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）と、Ｗｉ－Ｆｉの通信を暗号化するために用いられる情報とし
てのセキュリティーキーとを含んでいる。
【００２７】
　記憶部２７は、ＭＦＰ２０のファームウェア２７ｂを記憶している。
【００２８】
　記憶部２７は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続設定に必要な接続情報２７ｃを記憶可能で
ある。
【００２９】
　制御部２８は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
と、プログラムおよび各種のデータを記憶しているＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）と、ＣＰＵの作業領域として用いられる揮発性メモリーであるＲＡＭ（Ｒａｎｄ
ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）とを備えているコンピューターである。ＣＰＵは、
ＲＯＭまたは記憶部２７に記憶されているプログラムを実行する。
【００３０】
　制御部２８は、記憶部２７に記憶されているプログラムを実行することによって、Ｐ２
Ｐ方式の無線通信を実行する無線通信手段２８ａ、および、ファームウェア２７ｂがアッ
プデートされるＦＷアップデートモードにＭＦＰ２０のモードを切り換えるＦＷアップデ
ートモード切換手段２８ｂとして機能する。
【００３１】
　制御部２８は、記憶部２７に記憶されている接続情報管理プログラム２７ａを実行する
ことによって、無線通信手段２８ａによるＰ２Ｐ方式の無線通信の接続設定に必要な接続
情報を管理する接続情報管理手段２８ｃとして機能する。
【００３２】
　なお、無線通信手段２８ａおよびＦＷアップデートモード切換手段２８ｂの少なくとも
一方は、記憶部２７に記憶されている接続情報管理プログラム２７ａを制御部２８が実行
することによって実現されても良い。
【００３３】
　図３は、携帯機器３０のブロック図である。
【００３４】
　図３に示すように、携帯機器３０は、利用者による種々の操作が入力されるボタンなど
の入力デバイスである操作部３１と、種々の情報を表示するＬＣＤなどの表示デバイスで
ある表示部３２と、Ｗｉ－Ｆｉ　ＤｉｒｅｃｔなどのＰ２Ｐ方式の無線通信を実行する通
信デバイスである通信部３３と、各種のデータを記憶している半導体メモリー、ＨＤＤな
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どの記憶装置である記憶部３４と、携帯機器３０全体を制御する制御部３５とを備えてい
る。
【００３５】
　制御部３５は、例えば、ＣＰＵと、プログラムおよび各種のデータを記憶しているＲＯ
Ｍと、ＣＰＵの作業領域として用いられるＲＡＭとを備えている。ＣＰＵは、ＲＯＭまた
は記憶部３４に記憶されているプログラムを実行する。
【００３６】
　次に、ＦＷアップデートシステム１０の動作について説明する。
【００３７】
　まず、電源がＯＦＦからＯＮにされた場合のＭＦＰ２０の動作について説明する。
【００３８】
　図４は、電源がＯＦＦからＯＮにされた場合のＭＦＰ２０の動作のフローチャートであ
る。
【００３９】
　図４に示すように、ＭＦＰ２０の接続情報管理手段２８ｃは、記憶部２７に接続情報２
７ｃが記憶されているか否かを判断する（Ｓ１０１）。
【００４０】
　接続情報管理手段２８ｃは、記憶部２７に接続情報２７ｃが記憶されているとＳ１０１
において判断すると、記憶部２７に記憶されている接続情報２７ｃと同一の接続情報を制
御部２８のＲＡＭに記憶した（Ｓ１０２）後、記憶部２７に記憶されている接続情報２７
ｃを削除して（Ｓ１０３）、図４に示す動作を終了する。
【００４１】
　接続情報管理手段２８ｃは、記憶部２７に接続情報２７ｃが記憶されていないとＳ１０
１において判断すると、新たな接続情報を生成した（Ｓ１０４）後、Ｓ１０４において生
成した接続情報を制御部２８のＲＡＭに記憶して（Ｓ１０５）、図４に示す動作を終了す
る。
【００４２】
　次に、Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続設定が実行される場合のＦＷアップデートシステム
１０の動作について説明する。
【００４３】
　図５は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続設定が実行される場合のＦＷアップデートシステ
ム１０の動作のシーケンス図である。
【００４４】
　図５に示すように、接続情報の表示を利用者がＭＦＰ２０の操作部２１を介してＭＦＰ
２０に指示する（Ｓ１３１）と、ＭＦＰ２０の接続情報管理手段２８ｃは、制御部２８の
ＲＡＭ上の接続情報を表示部２２に表示する（Ｓ１３２）。したがって、利用者は、表示
部２２に表示された接続情報を確認した（Ｓ１３３）後、表示部２２に表示された接続情
報と同一の接続情報を携帯機器３０の操作部３１を介して携帯機器３０に入力する（Ｓ１
３４）ことができる。
【００４５】
　携帯機器３０の制御部３５は、Ｓ１３４において接続情報が入力されると、入力された
接続情報を制御部３５のＲＡＭまたは記憶部３４に記憶することによってＰ２Ｐ方式の無
線通信の接続設定を実行する（Ｓ１３５）。
【００４６】
　次に、Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続を確立する場合のＦＷアップデートシステム１０の
動作について説明する。
【００４７】
　図６は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信の接続を確立する場合のＦＷアップデートシステム１０
の動作のシーケンス図である。
【００４８】
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　図６に示すように、携帯機器３０の制御部３５は、制御部３５のＲＡＭまたは記憶部３
４に記憶されている接続設定をＭＦＰ２０に通信部３３を介して無線で送信する（Ｓ１６
１）。
【００４９】
　ＭＦＰ２０の無線通信手段２８ａは、携帯機器３０から接続設定が送信されてくると、
携帯機器３０から送信されてきた接続設定と、制御部２８のＲＡＭに記憶されている接続
設定とに基づいて、携帯機器３０とのＰ２Ｐ方式の無線通信の接続を許可するか否かを判
断する（Ｓ１６２）。
【００５０】
　無線通信手段２８ａは、携帯機器３０とのＰ２Ｐ方式の無線通信の接続を許可するとＳ
１６２において判断すると、携帯機器３０とのＰ２Ｐ方式の無線通信の接続を確立する（
Ｓ１６３）。一方、無線通信手段２８ａは、携帯機器３０とのＰ２Ｐ方式の無線通信の接
続を許可しないとＳ１６２において判断すると、携帯機器３０とのＰ２Ｐ方式の無線通信
の接続を確立しない。
【００５１】
　次に、ファームウェア２７ｂがアップデートされる場合のＭＦＰ２０の動作について説
明する。
【００５２】
　図７は、ファームウェア２７ｂがアップデートされる場合のＭＦＰ２０の動作のフロー
チャートである。
【００５３】
　ＭＦＰ２０の制御部２８は、携帯機器３０とのＰ２Ｐ方式の無線通信の接続が確立され
ている状態で、携帯機器３０からＰ２Ｐ方式の無線通信によってファームウェアのアップ
デートの開始が指示されると、図７に示す動作を実行する。
【００５４】
　図７に示すように、ＭＦＰ２０のＦＷアップデートモード切換手段２８ｂは、電子機器
のモードを通常モードからＦＷアップデートモードに切り換える（Ｓ２０１）。
【００５５】
　次いで、制御部２８は、携帯機器３０からＰ２Ｐ方式の無線通信によって送信されてき
たファームウェアを新たなファームウェア２７ｂとして記憶部２７上の現在のファームウ
ェア２７ｂを上書きする（Ｓ２０２）。すなわち、ファームウェア２７ｂは、アップデー
トされる。
【００５６】
　次いで、接続情報管理手段２８ｃは、制御部２８のＲＡＭに記憶されている接続情報と
同一の接続情報を接続情報２７ｃとして記憶部２７に記憶する（Ｓ２０３）。
【００５７】
　次いで、制御部２８は、ＭＦＰ２０を再起動する（Ｓ２０４）。すなわち、ＭＦＰ２０
は、電源をＯＦＦした後にＯＮする。
【００５８】
　なお、制御部２８は、以上において、ファームウェア２７ｂを上書きした（Ｓ２０２）
後、記憶部２７に接続情報２７ｃを記憶する（Ｓ２０３）。しかしながら、制御部２８は
、ファームウェア２７ｂを上書きした後に記憶部２７への接続情報２７ｃの記憶を実行し
なくても、携帯機器３０からファームウェアのアップデートの開始が指示された後、ＭＦ
Ｐ２０の電源をＯＦＦする前に記憶部２７への接続情報２７ｃの記憶を実行すれば良い。
すなわち、制御部２８は、記憶部２７への接続情報２７ｃの記憶をＳ２０２の処理の前に
実行しても良い。
【００５９】
　以上に説明したように、ＭＦＰ２０は、通常モードである状況で再起動される場合、す
なわち、通常時に再起動される場合に接続情報を変更する（Ｓ１０１でＮＯ、Ｓ１０４お
よびＳ１０５）ので、接続情報が漏洩してしまったときに、漏洩した接続情報による不正
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アクセスを抑えることができ、通常時のセキュリティー性能を向上することができる。
【００６０】
　また、ＭＦＰ２０は、ファームウェア２７ｂのアップデート時に再起動される（Ｓ２０
４）場合に接続情報を維持する（Ｓ２０３、Ｓ１０１でＹＥＳおよびＳ１０２）ので、フ
ァームウェア２７ｂのアップデートが成功したか否かを無線通信で確認するための携帯機
器３０においてＭＦＰ２０の再起動後に新たな接続情報でＭＦＰ２０との無線通信の接続
設定が実行される（図５参照。）必要がなく、ファームウェア２７ｂのアップデート時の
利便性を向上することができる。記憶部２７に記憶されている接続情報は、Ｓ１０２の後
、削除される（Ｓ１０３）。すなわち、ファームウェア２７ｂのアップデート時の再起動
に限り、再起動前の接続情報が維持される。従って、ファームウェア２７ｂのアップデー
ト後に、ファームウェア２７ｂのアップデート時の再起動ではなく、再起動される場合に
は接続情報が変更される（Ｓ１０１でＮＯ、Ｓ１０４およびＳ１０５）ことになり、ファ
ームウェア２７ｂのアップデート後のセキュリティー性能を向上することができる。
【００６１】
　例えば、ＭＦＰ２０のサービスパーソンが自身の携帯機器３０を使用してＭＦＰ２０の
ファームウェア２７ｂをアップデートする場合、ＭＦＰ２０を使用している組織に通常は
サービスパーソンが所属していないので、ＭＦＰ２０を使用している組織のネットワーク
にＭＦＰ２０が接続されていたとしても、セキュリティーの点から、このネットワークに
携帯機器３０を接続することはできないことが多い。そのため、サービスパーソンは、Ｐ
２Ｐ方式の無線通信によって携帯機器３０をＭＦＰ２０に直接接続することによって、Ｍ
ＦＰ２０のファームウェア２７ｂをアップデートする。ここで、ＭＦＰ２０を使用してい
る組織にＭＦＰ２０以外にもファームウェアをアップデートする必要があるＭＦＰが複数
台存在する場合、サービスパーソンは、複数台のＭＦＰのそれぞれから少し離れた特定の
箇所に留まって、複数台のＭＦＰのそれぞれに対してファームウェアのアップデートを携
帯機器３０を介して実行したり、ファームウェアのアップデート後に、ファームウェアの
アップデートが成功したか否かの確認を携帯機器３０を介して実行したりすることができ
る。
【００６２】
　なお、ＭＦＰ２０は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信による接続を確立している状態でのＰ２Ｐ
方式の無線通信によるファームウェア２７ｂのアップデート時に再起動される場合に接続
情報を維持するので、ファームウェア２７ｂのアップデート時の利便性を適切に向上する
ことができる。しかしながら、ＭＦＰ２０は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信による接続を確立し
ている状態でのＰ２Ｐ方式の無線通信によるファームウェア２７ｂのアップデート時に再
起動される場合に限らず、Ｐ２Ｐ方式の無線通信による接続を確立している状態でファー
ムウェア２７ｂのアップデート時に再起動される場合に接続情報を維持しても良い。更に
、ＭＦＰ２０は、Ｐ２Ｐ方式の無線通信による接続を確立している状態でファームウェア
２７ｂのアップデート時に再起動される場合に限らず、ファームウェア２７ｂのアップデ
ート時に再起動される場合に接続情報を維持しても良い。
【００６３】
　また、ＭＦＰ２０は、特定の状況で電源がＯＦＦされた後にＯＮされる場合であれば、
ＦＷアップデートモードであるＦＷアップデート状況以外の状況で電源がＯＦＦされた後
にＯＮされる場合にも接続情報を維持しても良い。
【００６４】
　ＭＦＰ２０は、ファームウェア２７ｂがアップデートされる場合に、自動で再起動（Ｓ
２０４）を実行するが、操作部２１または携帯機器３０を介した指示に応じて再起動を実
行しても良い。
【００６５】
　本発明の電子機器は、本実施の形態においてＭＦＰであるが、プリンター専用機、コピ
ー専用機、ファックス専用機など、ＭＦＰ以外の画像形成装置でも良いし、ＰＣ（Ｐｅｒ
ｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）など、画像形成装置以外の電子機器でも良い。
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【符号の説明】
【００６６】
　２０　ＭＦＰ（電子機器）
　２７ａ　接続情報管理プログラム
　２７ｂ　ファームウェア
　２７ｃ　接続情報
　２８ａ　無線通信手段
　２８ｂ　ＦＷアップデートモード切換手段
　２８ｃ　接続情報管理手段

【図１】 【図２】
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